
２００９年 ５月２０日

ユニチカ株式会社

２００８年度２００８年度 決算説明会決算説明会
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－▲15516▲140当期当期純利益純利益

▲58.3▲ 478033経常利益経常利益

▲32.8▲ 3811678営業利益営業利益

▲10.7▲252 2,3472,096売上高売上高

率率(%)(%)金額金額（金額単位：億円）

前年前年度度比比増減増減
20072007年度年度20082008年度年度

２００８年度 通期決算の概要２００８年度 通期決算の概要

◆期後半からの世界的なリセッションの影響などにより収益は
大幅に減少 （特に繊維事業、環境事業中心に収益減）

◆高分子事業は、フィルム分野での採算改善がみられる

◆構造改革特損・約100億円を計上し、140億円の当期赤字
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営業利益の増減要因分析営業利益の増減要因分析

１１６

▲４０弱

＋３

＋１５

７８

▲１５

２００７年度２００７年度 ２００８年度２００８年度

製品販売要因
（全ｾｸﾞﾒﾝﾄで販売減）

不動産関連
収益減少

原料価格下落

海外子会社の
収益改善

▲
38

（単位：億円）
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▲ 114836少数株主持分少数株主持分

▲ 2510▲15評価・換算差額等評価・換算差額等

▲ 150326176株主資本株主資本

▲ 186384197純資産純資産合計合計

▲ 762,7072,631負債合計負債合計

▲751,7531,678固定資産固定資産

▲ 1871,3381,151流動資産流動資産

▲ 2623,0902,828資産合計資産合計

（単位：億円）

前期末比
増減

2008年
3月末

2009年
3月末

Ｂ／Ｓの状況Ｂ／Ｓの状況

主に売上債権の減少

主に買掛債務の減少
有利子負債は

概ね横ばいで推移

主に当期損失要因

在外子会社の土地再
評価差額金取崩、
子会社株式取得によ
る少数株主持分減少

等
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▲3811678▲2522,3472,096合計合計

▲ 1▲33▲35消去・全社消去・全社

▲152913▲40241200生活健康・その他生活健康・その他

▲1917▲ 2▲1401,046906繊維繊維

▲143219▲48352304環境・機能材環境・機能材

+127182▲24709685高分子高分子

増減増減20072007年度年度20082008年度年度増減増減20072007年度年度20082008年度年度
（単位：億円）

営業利益営業利益売上高売上高

セグメント別 収益変動まとめセグメント別 収益変動まとめ
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セグメント別 収益変動セグメント別 収益変動
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高分子事業高分子事業高分子事業

◆スパンボンドは自動車用途、輸出向
けが大幅に落ち込み収益減

◆綿スパンレースは衛材、化粧雑貨用
を中心に堅調に推移

減収
減益

不織布

◆ナイロン樹脂は、自動車、電機電子
分野が販売減

◆ポリエステル樹脂はシート用、医療用
等が伸長、収益は前年並みを維持

◆ポリアリレート樹脂は高付加価値分野
が伸び悩み収益減

減収
減益

樹脂

◆包装、工業用とも景気悪化で販売減
◆価格改定、原料価格下落で採算改善

ナイロンフィルム中心に増益
◆海外ナイロンフィルム子会社の収益

が改善 （インドネシア）

減収
増益

フィルム売上高 営業利益

（単位：億円）
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セグメント別 収益変動セグメント別 収益変動

環境・機能材事業環境・機能材事業環境・機能材事業
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◆活性炭繊維が家庭用浄水器、脱臭
フィルター向け等で伸長

◆産業資材向けガラス繊維が建築・自
動車用等が低迷し収益減

◆ＩＣクロスは電子部品業界の市況悪化
により収益減

◆高品位ガラスビーズは道路用、工業
用中心に堅調に推移

減収
減益

機能材

◆官公需市場の発注量低迷、民間の
環境関連設備の投資減などで全般
的に厳しい収益状況が続く

◆廃棄物処理関連で新規案件の絞り込
みを行い売上減、水処理は全般的に
受注低迷

◆メンテナンス分野、薬剤・民間水処理
分野は前年並み

減収
減益

環境

売上高 営業利益

（単位：億円）
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セグメント別 収益変動セグメント別 収益変動

繊維事業繊維事業繊維事業
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売上高 営業利益

◆ユニフォーム分野の備蓄ワーキング
アパレルが生産調整等で収益減

◆個人消費低迷で一般衣料は減少、
寝装分野も低調

◆特需関連は大口案件が減少

減収
減益

天然
繊維

◆低迷が続く衣料繊維に加え、ポリエス
テル高強力糸などの産業用繊維の収
益が減少

◆ビニロン繊維は、ＦＲＣ向けが増設機
台を含め概ねフル生産の状況だが、
全般的に市況悪化等で収益減

減収
減益

合成
繊維

▲4.81.0▲3.8▲37215178ユニチカテキスタイル

▲5.21.2▲4.0▲50382332ユニチカファイバー

増減07年度08年度増減07年度08年度（単位：億円）

営業利益売上高

（単位：億円）
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セグメント別 収益変動セグメント別 収益変動

生活健康・他事業生活健康・他事業生活健康・他事業
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◆マンション販売、営業用不動産関連
の収益が減少

◆設備技術等、その他事業で収益減
減収
減益

その他

◆健康補助食品、サプリメント商品は
減少基調

◆セラミド、アラビノース等の食品機能
素材の大手ユーザーでの採用が進む

◆メディカルは医材分野での償還価格
改定の影響で収益減

◆酵素分野が欧米向けで収益減

減収
減益

生活
健康

売上高 営業利益

※その他事業
不動産関連（マンション販売、賃貸、営業用不動産開発）
設備技術、情報システム 等

（単位：億円）
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+ 175▲14035当期当期純利益純利益

+ 73340経常利益経常利益

+ 77885営業利益営業利益

▲ 2762,0961,820売上高売上高

（単位：億円）

前年前年度度比比
増減増減

20082008年度年度
通期実績通期実績

20092009年度年度
通期予想通期予想

２００９年度 通期決算予想２００９年度 通期決算予想

◆前年度比減収、営業段階で若干の利益改善を予想

◆特損規模の縮小などにより当期純利益の改善が進む見込

◆各セグメントにわたり販売減少基調が続く一方で、構造改革
の収益効果が徐々に顕在化し、利益減をカバー
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+77885▲2762,0961,820合計合計

+6▲35▲29消去・全社消去・全社

▲4139+20200220生活健康・その他生活健康・その他

+9▲ 27▲76906830繊維繊維

▲51914▲134304170環境・機能材環境・機能材

+28284▲85685600高分子高分子

増減増減20082008年度年度
通期実績通期実績

20092009年度年度
通期予想通期予想

増減増減20082008年度年度
通期実績通期実績

20092009年度年度
通期予想通期予想（単位：億円）

営業利益営業利益売上高売上高

セグメント別収益変動 通期予想セグメント別収益変動 通期予想
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78

通期 営業利益増減予想（セグメント別）通期 営業利益増減予想（セグメント別）

＋２

▲５
＋９

▲４

85

2008年度通期実績 2009年度通期予想

高分子

環境・機能材繊維

生活健康・他
(消去・全社 ６)

全セグメントにわたって販売数量減少
（高分子・繊維では原燃料価格好転が
想定されるも、主に数量要因でマイナス）

（単位：億円）

全社固定費削減策 ＋５３

事業構造改善 ＋１０
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8241設備投資設備投資

7368減価償却費減価償却費

20082008年度年度
実績実績

20092009年度年度
予想予想

（単位：億円）

設備投資等の状況設備投資等の状況

１８５生活健康・他生活健康・他

３１１３繊維繊維

１５３環境・機能材環境・機能材

１９２０高分子高分子

20082008年度年度
実績実績

20092009年度年度
予想予想

［ｾｸﾞﾒﾝﾄ別内訳］

主にセメント補強用ビニロン
（ＦＲＣ）増設［3000t/年］

反射材などのガラス関連
事業中心

◆今年度、固定費削減策の一環として償却負担増加抑制を図る
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今後の課題今後の課題

事業構造改善施策
（2009年度内に完遂）

収益改善・安定化
経常利益１００億円回復

成長戦略
（経年による成長）

固定費の大幅削減施策
（2009／上から即実施）

構造改革の実施

～２００９．３ ２００９．４～ ～２０１２．３

事業の「選択と集中」
⇒収益基盤の建て直し

新中期経営計画『改革 ’11』の位置づけ

景気悪化の影響等
による事業力低下

今期・計画初年度
の最重要課題

今期・計画初年度
の最重要課題
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２． ウール・綿紡織事業再構築に伴う工場閉鎖・ 縮小
［宮川工場閉鎖（ウール） 常盤工場縮小（綿紡織）］

４． 関連不採算事業の見直し
・電子基板事業の見直し
・合繊部門の川中加工・販売事業の効率化

３． 環境事業の再構築
[官需プラント事業（廃棄物・水処理）の運営体制の見直し]

１．ナイロン長繊維事業の撤退 ［宇治工場］

◆事業構造改善の概要

・グループ役員、執行役員の報酬減額
・管理職、一般従業員の年収を平均１８％程度削減

２．役員報酬を含む
人件費の削減

・４５歳以上管理職に対する希望退職の実施 （60名応募）
・嘱託社員の契約期間満了に伴う退職等

［上記で グループ従業員１５０名程度削減］
１．グループ従業員削減

◆固定費削減策の概要

『構造改革』の概要

2009年上期中には、
衣料繊維事業の再編
について具体策立案
の予定



ご注意ご注意

本資料中の予想は、決算発表日現在において入手可能な本資料中の予想は、決算発表日現在において入手可能な
情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る
決算発表日現在における仮定を前提としているため、実決算発表日現在における仮定を前提としているため、実
際の業績は、今後の種々の要因によって異なる結果とな際の業績は、今後の種々の要因によって異なる結果とな
る可能性があります。る可能性があります。


